
医師アンケート調査結果 

 

 今般のテレフォンフォローアップに関わった専門医に対して、無記名方式のアンケートで、その

評価についてのフィードバックを得た結果は次のとおり。 

（2018 年 2 月 21 日現在、長崎大学病院 山本弘史教授集計） 

 

 

有効回答数： 24 件 

  かなり思

う   
少し思う 

  
あまり思

わない   思わない

１）保険薬局薬剤師のテレフォンフォローアップは外来化

学療法患者の安全性に寄与していると思いますか？ 
20 4 0 0

２）テレフォンフォローアップをすることで患者の治療への

安心感は増したと思いますか？ 
15 8 1 0

３）テレフォンフォローアップで患者の副作用への対処方

法の実施がより適切に行えたと思いますか？ 
15 8 1 0

４）保険薬局薬剤師と病院薬剤師、医師が患者情報を共

有し連携することは必要だと思いますか？ 
21 3 0 0

 

５）患者診察の前にテレフォンフォローアップの情報を得

ることでの下記項目をお答えください。 
かなり短

縮した  

やや短縮

した   
やや延長

した   
かなり延

長した 
５－１）患者の問診時間の短縮につながった。 1 23 0 0
５－２）全体的な診察時間の短縮につながった。 1 23 0 0

 

  かなり思

う   
少し思う 

  
あまり思

わない   思わない

５－３）診察前にテレフォンフォローアップの情報を把握す

ることは有用であった。 
15 8 1 0

 

５－４）前問（５－３）で、かなり思う または 少し思う を選択された

場合、どのようなことが有用でしたか？（複数回答可） 
治療方針の決定・継続の参考となった 13
処方変更につながった 7
副作用に対する対応が速やかに行えた 16
患者情報が把握でき、業務負担が軽減した 9
その他 0
 

 

資料 12 
６）保険薬局薬剤師からのテレフォンフォローアップは、どのタイミング

での実施を希望しますか？（複数回答可） 
病院の受診日の前日 11
病院の受診日と次の受診日の間 15
病院の受診日の翌日 1
休薬・減量が必要な副作用が軽微にでも発現している時 8
その他 0
 

 

 全体として、テレフォンフォローアップの有用性については、肯定的な評価が得られた。 
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アンケート調査のお願い 
 
このアンケート調査は「プロトコールに基づく経口抗がん薬治療管理」の効果を実証する調査（東京

医科歯科大学承認番号 M2016 -184）に基づき、保険薬局薬剤師が、抗がん薬治療中の患者さまに対し

て、病院の受診日と受診日の間に電話で副作用状況を問診し（以下、テレフォンフォローアップ）、そ

の内容を病院薬剤師、医師と共有を図って参りました。この一連の連携がより安全で安心した治療への

一助となり、かつ医師への業務負担の軽減になり得るかに関して、医師の声をお聞かせいただけたらと

思っております。 
ご協力のほどよろしくお願い致します。 

 
 医師用同意説明文書を読み、下記内容に同意していただける場合は、チェックボックスにチェックを

お願いします。 
 説明書(1)から(13)までの内容を十分に理解し、本研究に参加します。 

□ 同意します  □ 同意しません 
 

１）保険薬局薬剤師のテレフォンフォローアップは外来化学療法患者の安全性に寄与していると思いま

すか？ 
a）かなり思う  b）少し思う  c）あまり思わない  ｄ）思わない 

 
２）テレフォンフォローアップをすることで患者の治療への安心感は増したと思いますか？ 

a）かなり思う  b）少し思う  c）あまり思わない  ｄ）思わない 
 
３）テレフォンフォローアップで患者の副作用への対処方法の実施がより適切に行えたと思いますか？ 

a）かなり思う  b）少し思う  c）あまり思わない  ｄ）思わない 
 
４）保険薬局薬剤師と病院薬剤師、医師が患者情報を共有し連携することは必要だと思いますか？ 

a）かなり思う  b）少し思う  c）あまり思わない  ｄ）思わない 
 
５）患者診察の前にテレフォンフォローアップの情報を得ることでの下記項目をお答えください。 
 ５－１）患者の問診時間の短縮につながった。 

a）かなり短縮した  b）やや短縮した  ｃ）やや延長した  ｄ）かなり延長した 
 
 ５－２）全体的な診察時間の短縮につながった。 

a）かなり短縮した  b）やや短縮した  ｃ）やや延長した  ｄ）かなり延長した 
 
 ５－３）診察前にテレフォンフォローアップの情報を把握することは有用であった。 

a）かなり思う  b）少し思う  c）あまり思わない  ｄ）思わない 
 
 

 ５－４）前問（５－３）で、かなり思う または 少し思う を選択された場合、どのようなことが

有用でしたか？（複数回答可） 
  a）治療方針の決定・継続の参考となった   

b）処方変更につながった 
  c）副作用に対する対応が速やかに行えた      

d）患者情報が把握でき、業務負担が軽減した 
  e）その他（                                   ）  
                         
６）保険薬局薬剤師からのテレフォンフォローアップは、どのタイミングでの実施を希望しますか？ 
（複数回答可） 

a）病院の受診日の前日 
b）病院の受診日と次の受診日の間 
c）病院の受診日の翌日 
d）休薬・減量が必要な副作用が軽微にでも発現している時 
e）その他（                                    ） 

 
７）その他、ご意見ありましたらお書きください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
このアンケートを元にして更に薬剤師外来から有用な情報をご提供できればと思います。 
ご協力頂きまして誠にありがとうございます。 
 

以上 
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